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―パネルシアターで発表しよう，ポップコーン作り―
A Trial Study of Using Panel Theater in Living Environment Studies Classes II
児童学科 石井　光恵 澤村　明子 太田　徳子
Dept. of Child Studies Mitsue Ishii Meiko Sawamura* Noriko Ota**
抄　　録　本研究は，前回，『日本女子大学紀要家政学部第 56号』にまとめた，「「生活」の授業にパネル
シアターを導入する試み」に続く研究である。本研究でも「生活科の学びの中に，幼児期から親しみのある
パネルシアターを導入することで，どのような効果が期待できるか」を知ることを研究の目的としている。
先の研究では，ミニトマトの栽培を経験した子どもたちが，栽培をしていく中で，どのようなことに気付い
ていったのかをパネルシアターを使って振り返る内容で，パネルシアターを授業で使うことによって，子ど
もたちの授業への集中力や好奇心が高まり，授業として効果が高かったと結論した。しかし，先の研究では，
自分たちの経験したこと，学んだことの発表に，子どもたちがパネルシアターの絵人形を自ら製作し使うこ
とまでは進めなかった。本研究では，一歩進めて，子どもたちが自ら絵人形を製作し，それを使ってパネル
シアターの形で発表を行うことを実践した報告である。研究は，前回と同じ小学校の 2年生 35名を対象に，
ミニトマトと並行して栽培，収穫した「トウモロコシをポップコーンにして食べる」という一連の活動を通
して行った。子どもたちがどうパネルシアターを理解したか，また発表にはどのような傾向が見られたか等，
興味深い事例が得られた。
キーワード：生活科，パネルシアター，ポップコーン，授業，実践
Abstract This study follows a previous report on “A Trial Study of Using Panel Theater in Living
Environment Studies Classes” that was summed up in Jpn. Women’s Univ. J. Vol. 56. This study aims to
determine what behavior can be expected from children when we use panel theater in living environment
studies classes. In the previous study, children experienced various things in the process of growing mini-
tomatoes. Children exhibited strong concentration and curiosity towards panel theater. We concluded that
we could have a very successful class. However, we didn’t have children draw objective pictures of growing
the mini-tomatoes for panel theater, which perhaps would have allowed them to express their opinion, in
new ways. The report this time: 35 second-year elementary school children are involved in this study. They
grow, harvest and eat corn which is made into popcorn. In conjunction with these activities, they draw pic-
tures relevant to corn, which they add to the panel theater. The children perform panel theater themselves
with these pictures. As a result, we can get interesting examples of what they understand and how they
express themselves through panel theater.
Keywords : Living Environment Studies, Panel Theater, popcorn, class, execute
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1．はじめに
本研究は，前回，『日本女子大学紀要家政学部第
56号』（2009）にまとめた，「「生活」の授業にパネ
ルシアターを導入する試み」に続く研究である。本
研究でも前回の研究目的にあった「生活科の学びに
おける，「気付き」を立体化させる活動の体験報告
（「生活」の授業で行なった活動を，自ら振り返り発
表する）をパネルシアターを使用することによって，
より深めることが可能なのではないか。パネルシア
ターのもっている視聴覚教材としての特長がよりよ
い効果を発揮するのではないか。」という問題意識
と，「生活科の学びの中に，幼児期から親しみのあ
るパネルシアターを導入することで，どのような効
果が期待できるか」を知るという研究目的を踏襲し
ている。
先の研究では，ミニトマトの栽培を経験した子ど
もたちが，栽培をしていく中で，どのようなことに
気付いていったのかをパネルシアターを使って振り
返る内容で，パネルシアターを授業で使うことによ
って，子どもたちの授業への集中力や好奇心が高ま
り，授業として効果が高かったと結論した。しかし，
先の研究では，自分たちが「生活」の授業の中で経
験したこと，学んだことのまとめの発表に，子ども
たちがパネルシアターの絵人形を自ら製作し使うま
でには，進めなかった。
本研究では，先の研究から一歩進めて，子どもた
ちが自ら絵人形を製作し，パネルシアターの形で授
業のまとめの発表を行うことを，実践した報告であ
る。研究は，前回と同じ光が丘小学校 2年 1組（太
田徳子教諭担任）の 35名を対象に，ミニトマトと
並行して栽培，収穫した「トウモロコシ」を「ポッ
プコーンにして食べる」という一連の活動を通して
行った。
「トウモロコシ」を「ポップコーンにして食べる」
という「生活」の授業での計画は，パネルシアター
の導入以前から計画されていたもので，単元「ぐん
ぐん　そだて」1）の中で，「一人一鉢で栽培したり，
友だちと一緒に畑やプランターで栽培したりするこ
とで，多様な経験ができるよう配慮する」というこ
とから，一人一鉢栽培をミニトマトで，畑でみんな
で育てる野菜に，ジャガイモとトウモロコシが育て
られていた。収穫した野菜をおいしく食べるという
ことから，ポップコーンの授業が計画されていた。
先の研究で「生活」の授業にパネルシアターを導入
した際，ポップコーンを作ったら，その発表をパネ
ルシアターでやってみようということで，子どもた
ちと話がまとまっていた 2），ということが前提にあ
って，今回の一連の活動が展開されることになった
のである。
本研究の授業実践は，1．「パネルシアターの絵人
形を作って，演じる」ための導入の授業，2．ポッ
プコーン作りの活動，3．パネルシアターの絵人形
（ポップコーン作りを題材に）の下絵描き，4．パネ
ルシアターの本格的な絵人形製作，5．各自製作し
た絵人形による，パネルシアターを使っての発表の
5回に分けて行われた。
2．授業実践
（1）パネルシアターの絵人形を作って，演じるため
の導入授業
2009年 1月 28日（月）1時限目（8時 50分～ 9
時 25分）「せいかつ」の授業時間と延長 20分。日
本の伝統行事「正月」をパネルシアターで学ぶ。
先の研究で，子どもたちはすでにパネルシアター
に接している。従って，パネルシアターそのものは，
子どもたちにとって馴染みのないものではなかった
が，自分たちでパネルシアターを製作することは初
めてなので，その導入の授業を 1時間設けた。
この授業のテーマは，身近な話題をということで，
伝統行事の正月を振り返ることに設定した。十二支
の成り立ち（図 1）や，おせち料理の由来について
パネルシアターを使って説明。知識の共有も，パネ
ルシアターだと楽しく遊びながら学べることを，子
どもたちに知ってもらった。（上演した「十二支の
成り立ち」，「おせち料理の由来」のパネルシアター
は，澤村明子のオリジナル作品。）
次に，Pペーパー（パネルシアター用の不織布）
で絵合わせ用絵カードを作って，パネル板上で貼っ
てはがして遊ぶ活動を行った。絵合わせは，トラン
プ遊びの神経衰弱を 2枚の絵で行うもので，絵カー
ドは子どもたちに作ってもらった。二人ひと組で同
じ絵柄のカードを作り，それをパネル板上に伏せて
貼り，めくって同じカードを当てるという遊びであ
る。容易に貼ってはがせる Pペーパーとパネル板の
特質をいかしての遊びである（図 2）。
この授業の最後に，澤村は「たこ焼きパクッ！」3）
のパネルシアターを披露した。これには，さまざま
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な仕掛けが組み込まれており，パネルシアターの仕
掛けの可能性と面白さを，子どもたちに知ってもら
う狙いがあった。
（2）ポップコーン作りの活動
2009年 2月 9日（月）3時限目（午前 10時 45分
～ 11時 30分）
お母さんたちの協力の下，ポップコーン作りが行
われた。ポップコーンを作る手順を太田教諭が一同
に説明し，お母さんたちが火を操作して，実践した。
子どもたちは周りにグループごとに集まり，作る手
順や，鍋の中でポップコーンがはじけ，膨らんでい
く様子を観察した（図 3）。出来上がったポップコ
ーンがバットに集められると，子どもたちが塩をふ
って味を調えた（図 4）。それぞれ，一口ずつ試食
し，あとはビニール袋に分けておみやげにした。
（3）パネルシアターの絵人形の下絵を描く
2009年 2月 18日の絵人形製作以前に，授業時間
をやりくりして，太田教諭がポップコーン作りの絵
人形の下絵を Pペーパーに描かせておく。Pペーパ
ーは 1枚を使用することとし，その中に発表に必要
なものを全部描くようにした。多くの子どもは，フ
ライパンを中心に描き，トウモロコシの種，塩，油，
コンロ，はじけた後のポップコーン，皿，スプーン，
などそれぞれ必要に応じて描いていた（図 5）。
画用紙に下絵を描く→ Pペーパーに鉛筆で下絵を
写す（画用紙の下絵と Pペーパーを重ねて写す）→
黒いマジックで Pペーパーの鉛筆線をなぞるという
手順で行われた。
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図1 十二支の成り立ち
図2 パネルで絵合わせ
図3 ポップコーン作り
図4 ポップコーンに塩をふる
（4）パネルシアターの絵人形の製作
2009年 2月 18日（水）1時限目，2時限目通し
（8： 50～ 10： 25）で授業がおこなわれ，パネル
シアターの本格的な絵人形製作が行われた。
授業のはじめに，澤村がパネル板を組み立て，そ
の間に太田教諭が下絵の描かれた画用紙と Pペーパ
ーを子どもたちに配った。子どもたちは，自分の下
絵を手元に置きながら，「パネルシアターを作る時
に必要なものや，Pペーパーに色を塗る，絵のまわ
りの輪郭線を黒いマジックで太く縁取る，絵を切り
抜く，必要によってはボンドで貼り合わせること，
またパネルシアターでできる簡単な仕掛け（両面を
絵を違えて描くとか，幾枚か同じ物を作り，それを
重ねてずらして見せる「重ねずらし」）」などについ
て，パネルシアターで澤村から説明を受けた。それ
から，澤村がパネルシアターの「カレーライス」4）
を使って，鍋，コンロ，鍋蓋，塩，野菜，豚などの
絵人形の使い方を説明した。同じ，火と鍋（フライ
パン），コンロを使った活動なので，アイデアの提
供という意味合いも含まれている。
「鍋に切れ目を入れてそこに野菜を入れる」カレ
ーライスのパネルから転じて，フライパン中央に切
れ目を入れて，そこにポップコーンの種を入れる，
また出来上がって膨れたポップコーンのかたまりの
絵を挿すなどの仕掛けの工夫が多くの子どもに見ら
れた。また，実際に自分たちが関与した「塩」を振
りかけるときに使うものが，全員の子どもによって
表現された。できたポップコーンを乗せる皿を描く
子どもも多かった。食べるというイメージと関連さ
せたものと思われる。
フライパンは真上から見た形状で，円形にとって
のついたものと，横から見た船底型にとってのつい
たものとに分かれた。フライパンの蓋，コンロ，火，
油，皿，お土産のポップコーンを入れるビニール袋，
ポップコーンを食べる子どもの顔などは，バラバラ
にあった。
興味深かったのは，2名ほどトウモロコシが実っ
た場面を表現したことである。（「6．太田教諭によ
る本日の発表とパネルシアターの授業についての総
括」で詳細を述べる。）
澤村のパネルシアター終了後，太田教諭からこれ
からの作業を説明。Pペーパーの下描きの鉛筆線の
上を黒マジックでなぞること，着色にはポスカを使
用すること。色塗りを終えてから，ハサミで形を切
り抜くことなどが説明され，その後グループになっ
て，各自の製作に取り組んだ（図 6）。切れ目を入
れるためにカッターを使用する必要のある子は，澤
村にしてもらうよう指示がなされた。子どもは並ん
で，一人ひとり澤村にカッターで切れ目を入れても
らったが，その際には，必ず子どものアイデアやイ
メージを澤村が聞き，カッターを入れた（図 7）。
子どものアイデアや，発表するときにしようとして
いる方法，展開，構成の仕方などがとつとつと語ら
れた。自分の頭の中のイメージを説明するのは，2
年生ではなかなか難しく，澤村は根気よく耳を傾け
た。フライパンに細かい切り込みをたくさん入れ，
そこにトウモロコシの粒の絵を一粒ずつ全部に挿し
込んだ子もいた（図 8）。それぞれの思考過程を垣
間見るような，多様な表現が興味深かった。
授業時間としては 90分用意されたが，作業の進
み具合には個人差があり，全員が完成するまでには
到らなかった。2月 26日（木）の発表に向けて，空
き時間を利用しながら完成を目指すことになった。
（5）自ら製作したパネルシアターで，ポップコーン
作りを発表する
2009年 2月 26日（木）1時限目，2時限目通し
（8： 50～ 10： 25）での「せいかつ」の授業。パ
ネルシアターを使ったポップコーン作りの発表が行
われた。
太田教諭から「さあ，今日はいよいよです。先生
はまだ，あなたたちがどんなことを発表してくれる
のか，言葉を聞いていないから，その言葉がすごく
楽しみです。」とはじめに言葉があって，パネル板
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図5 パネル絵人形下絵
の設営を澤村がみんなの前で行った。
パネル板の設営が済むと，はじめのグループから，
一人ずつ発表が開始された。はじめ，みんなの前で
発表するという緊張と手順のもたつきなどもあって
か，なかなか開始できず。パネルシアターの場合，
口頭での発表の順序に従って，絵人形をパネル板に
提示せねばならず，言うことの順番と，絵人形が揃
う必要がある。それを考えていることもあるのだろ
う，最初の一歩が出にくかった。太田教諭の促しで，
Aくんの発表。「大きくいこうね」と太田教諭。
まず，大きなパネル板の中央に，小さなトウモロ
コシの粒を 4個並べる。次にフライパン。なにやら
なかに仕掛けの種を仕込んでいるらしく，もぞもぞ
と。トウモロコシの粒の下にフライパンを貼る。次
に，フライパンの中から，先ほど仕込んでいたもの
を出す。ポップコーンのかたまりだ。そのあとに，
パネル板の後ろから，ポップコーン，一粒，一粒を
取り出し，9個並べて貼る。四角の袋状に書かれた
ものには「しお」の文字が見える。「塩をふります」
という言葉とともに，そこからスプーンで塩を出し
（出すふり），ポップコーンに塩を振りかける演技。
塩とスプーンもパネル板に貼り，「たべます」とい
って，口をあけた子どもの顔を貼って，「ぼくの発
表を終わります」と発表を終了した。
太田教諭から「よく覚えておいてね。誰ちゃんの
はこうで，よかったな。誰ちゃんのここは真似した
かったなと，あとで書いてもらいます。」とよく注
意して発表を見るようにとの促しがあった。
順次，発表が展開されていったが，総じてパネル
板全体に広がるように貼るのは難しく，自分の立ち
位置の近くにかたまって貼られる傾向にあった。
発表する言葉と，絵を見せるという二つのことを
同時にするだけで精一杯で，見え方にまで思い至ら
ないのは，当然といえば当然のことであったろう。
途中，立ち位置の近く，パネル板の端にフライパン
を貼り，始めようとした子に，澤村が「パネル板は
こんなに広いから，まん中でやっていいんだよ。」
とそのフライパンの絵を中央に移動し，「パネル板
の前で，みんなに見えるように真ん中でね。」とア
ドバイスする場面もあった。しかし，どう見えてい
るかより，どう演じるかの方へ注意が行くので，絵
人形と演じる自分が重なって，見る人に演じる人の
手元が見えないことが多かった。しかし，「見えな
ーい！」などの声も出ず，子どもたちには，その子
が何をしているのか予測がつくようで，その点は非
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図6 パネルの絵人形製作
図7 カッターで澤村が切り目を入れる
図8 一粒一粒挿し込んで（発表）
常に興味深かった。
発表には，オリジナリティがそれぞれあるのだが，
全体を通して見える傾向は，用意される絵人形が，
トウモロコシ（「トウモロコシの種」とか「種」と
いう言い方が多い。一個一個粒状に分解されたもの，
1枚のカード状のものにぎっしり粒が描き込まれた
ものとあったが，とにかくまずは種）。そして，フ
ライパン。それから，ポップコーンのはじけて膨れ
たものの絵。これも粒状のものと，1枚のカード状
のものに膨らんだ粒々が描きこまれたものと，二種
類あった。それから，塩。絵に「しお」という文字
が書かれたものが，多かった。これらのアイテムは，
ほぼ揃ったアイテムとしてあった（図 9）。
それから，発表表現上の共通点としては，フライ
パンにまず種を入れ，それが膨らんだポップコーン
に変化する。その「変化」を捉えて，何らかの仕掛
けで表現しようとする子が多く見られた。
先に紹介した子のように，フライパンに膨らんだ
状態のものを仕込んでおき，それを出して，変化を
見せるとか，種と膨らんだポップコーンを重ねて置
いて，フライパンに蓋をし，蓋と種を一緒にはずし
て，膨らんだポップコーンのカードを残して，「ほ
ら，ポップコーンになったよ」と見せる（図 10，
11），また種をフライパンの切れ目へ入れ，そのあ
とで，ポップコーンになったカードを挿しこみ種が
ポップコーンに変化したように見せるなど，手法は
幾通りかあるが，トウモロコシの種からポップコー
ンへの変化を表現したい気持には通じるものがあっ
た。それから，「塩」を振りかける演技を必ず入れ
るということもあった。
変化の表現とその方法，また，パネルシアターは
変化を見せることが可能なものであるということ
を，子どもたちは澤村のパネルシアターの実演から
確実に学んでいる。意外な驚きを自らも作り出すこ
とに腐心する。また，「塩をふる」行為は，自分た
ちが実際に行えた数少ない行為でもあったのだろ
う，誰も忘れることなく，表現として挿入していた。
「塩」を振った後に続く「食べる」という行為も，
全員が実際に経験した行為であった。にもかかわら
ず，パネル上での表現として，「塩」を振る行為の
ようには，全員には出現していない。ポップコーン
を皿に盛るという表現は，よく出ていた。これが食
べる行為を象徴するのかもしれない。
今回の発表では，「トウモロコシが実を結ぶ」と
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図9 発表：ポップコーンのできあがり
図10 発表：種をフライパンに入れて蓋をして
図11 発表：蓋を取るとポップコーンに変身
いう表現を入れた子が 2名いた。トウモロコシがた
わわになっている姿が，印象的でもあったのだろう。
9月には，ミニトマトが実るシーンを澤村が演じて
おり，そこからの理解だったのかもしれない。
（6）太田教諭による本日の発表とパネルシアターの
授業についての総括
1）全員の発表が終了，今日の発表について
「あと，時間まで書いてもらいます（筆者注：学
習カード）が，いま口で教えてください。誰のすご
いところを発見したか，教えてください。」と太田
教諭が声をかけると，一斉に手が上がった。太田教
諭の口から，「わあ，すごい。」の声がもれた。
先にも述べたように，発表の声がよく聞こえなく
ても，絵と体が重なって手元がよく見えなくとも，
子どもたちには，子どもたちに通じる理解の仕方が
あって，お互いの発表をよく理解していた。
・「Bくんの弾ける感じを描いたところが，すごい。」
・「Tくんのくろいのがすごい。」
それを受けて太田教諭がTくんのフライパンを見
せながら，「Tくんのこの黒いフライパンの厚さが
すごい，これね。」とフォローする。
・「Jくんの，芽が出てくるところの，ポップコー
ンの出てくるところがすごい。」（トウモロコシの
実のなるところを表現した二人のうちの一つ）
Jくんに話題の絵人形を出してもらい，「草のと
きというか，木のときね。これどうなっていると思
う。これが出てくるところがすごいって。誰か，も
うひとりいたよね。AOちゃんのもあったよね。」と
いって，幹の脇からトウモロコシの出てくるところ
を，絵人形を使って再現して見せた。ついで，AO
ちゃんにも出してもらい，Jくんと AOちゃんの表
現の違いについて，言及した。Jくんのは差し込み
式で，引っ張るとトウモロコシが出てくる（図 12）。
AOちゃんのは，後ろにポケットが付いていて，そ
こからトウモロコシが顔を出すように作られていた
（図 13）。後ろの仕組みを見せながら，違いを説明。
つぎに，幹の太さに着目。AOちゃんはポケットに
することにこだわったので幹が太く，Jくんのは，
白い余白を使えることに気付いたので，幹は細く描
くことが可能になったことが話された。しかし，い
ずれも絵人形としての幅は，同じであることにも，
太田教諭は子どもたちに気付かせ，「こんなことも
できるんだね。」と感心する。
・「Eちゃんの油をだしていたところ」（Eちゃんは，
フライパンに油を出す表現に，チューブ状の油入
れの口部分に折り込みを使い，折り込みを伸ばす
と，徐々に油が出てくるように仕上げていた。）
「ポトッ，ポトッと出る感じだったね。うしろ，
折り曲げてある。だから，ビヨーーンて出るんだね。」
とEちゃんの絵人形を披露した。（太田教諭）
・「AKちゃんの声が大きかった。」
「そうだね。AKちゃんがはじめて正面向いてしっ
かり話した人なんだよ。」（太田教諭）
・「AMちゃんが，トウモロコシの種を一個ずつ穴
に入れていたこと。」（図 8）
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図12 トウモロコシが実る（Jくん）
図13 トウモロコシが実る（AOちゃん）
「よく頑張ったなーと思ったのね。」（太田教諭）
・「Yくんのコップが，誰も作ってないし，形がす
ごくよかった。」
太田教諭は，「ああ，みどりのやつ，先生も思っ
たよ。」といって，Yくんに緑のコップにポップコ
ーンが入った絵人形を出してもらい，「ほら，映画
館みたい。ポケットにちゃんとなっているの。本当
に袋になっていて，ポップコーンが入っているの。」
（REちゃんの黄色いコップにポップコーンが入った
同形のものを示しながら）「もうひとつ。これポッ
プコーンの絵がうまいよね。黄色と茶色を使ってい
て。これも映画館みたいになっているんだけれど，
実は二つとも仕掛けが違っていて。こちらはポッケ
になっているけど，REちゃんのは，後ろに挿して
いるだけ。こういう工夫もしてあったんだよ。」「よ
く見たね。見つけた人が偉い。」とお互いの気付き
を賞賛した。
・ TRくんのポップコーンを食べていた人形の絵が
面白かったと盛り上がったのを受けて，「Eさん
の普通の顔した女の子が，しっかり食べてたよ
ね。」と太田教諭がいうと，すかさず子どもから
「歯があった」と声が出た。
子どもたちは，実によく見ていた，といえるので
はないだろうか。大人にはない，子どもによる子ど
もの見え方があることに，いまさらながら驚くとと
もに，気付きの持つ意味を改めて考えさせられた総
括であった。
最後に，太田教諭から「みんな，自分のすばらし
いところもあるでしょう。誰も気付いてくれない。
実はこんな素晴らしいことを考えたのに。私のこと
何で言ってくれないのと思っている人もいるでしょ
う。この辺の子たちが，ガス台を作っていたのおぼ
えていない？みんな火の色が違うの。それぞれの家
のガスの火の色だと思うの，先生。この辺の子，言
ってもらえなかったけれど，ガス台をしっかり描い
ていたの。」と太田教諭の気付きを紹介し，「澤村先
生は，どんな工夫をしたのかな。」ということで，
澤村の発表で締めくくった。
今回，子どもたちには Pペーパー 1枚で作るとい
う制限もあったので，それぞれの絵人形が小さくな
る傾向にあった。そこで，澤村は，フライパンを大
きく描いて，中央に貼り，ガスコンロに乗せ，「み
んなに見えること，遠くからも見えることが大切」
という視点で実演した。
澤村のパネルも，まずフライパンを出し，フライ
パンに種を入れ，フライパンに蓋をし，蓋を取ると
ポップコーンに変化していたという蓋に仕掛けをす
るオーソドックスなものを採用していた。もちろん，
子どもたちはすぐに澤村が何をしたかわかった。し
かし，驚きは驚きで，「オー」という声が子どもた
ちからもれた。その先の工夫として，澤村は現れた
ポップコーンを切り目から徐々に引き出すことによ
って，時とともに膨れていく姿を再現し，「ぽん，
ぽん」という言葉とともに，飛び出すポップコーン
の絵人形を幾つも飛ばしていた。
2）パネルシアターの授業全体について思うこと
「パネルシアター，パネルのお勉強，生活科で今
日が最後です。楽しかった？パネル全部を通して，
楽しかった，どういうところが面白かったか，教え
てください。」と太田教諭が問いかけると，一斉に
手が上がった。
・「仕掛けがいっぱいあったところ」
・「Pペーパーがくっついたのがすごかった。」
・「歌とかがあったから，楽しかった。」
・「おせち料理が面白かった。食べ物が飛び出した
りして。」
・「十二支のヘビが，伸びて面白かった。」
・「発表したの，楽しかった。恥ずかしくなかった。
ドキドキしたけれど」
・「澤村先生が，仕掛けをいろいろやってくれて。」
太田教諭の「仕掛けが分かるようになったってこ
とね。はじめ見たとき，仕掛けって気になってた？」
の問いに，一斉に「気になってた」の答え。
太田教諭の「それより，作ろうって思ったとき，
どうだった？」の問いには，
「できるかなー，おもしろそーだなって思った。」
という返答が，あちこちで起こった。見るときと，
実際やってみるときの違いについての気付きを促し
た絶妙のタイミングであったように思う。
・「春のお野菜とか，冬のお野菜とか，分けたのが
楽しかった。」（9月を思い出して）
太田教諭の「白菜はいつ？」の問いに，「冬」と
回答できる子が多く，印象に残っていたようだ。
・「作ったとき，仕掛けを褒められたのが，いい気
持ち。」
・「パネルシアター自分でできるかなー，と思った
けど，大丈夫できたからうれしかった。」
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といった，口頭でのやり取りがなされた。発表の
ことと，全体を通して聞かれていることの区別がし
っかりでき，澤村が意図してパネルシアター実演に
入れた野菜クイズや十二支のしかけなどが，子ども
によく捉えられていたことも印象的であった。
こうした口頭でのやり取りで，この時間の授業は
終わったが，その日のうちで空き時間を見つけて，
太田教諭は，学習カードに「パネル作りとはっぴょ
う」としてまとめさせている。学習カードには，
「まずさいしょに Pペーパーと言うかみがあって
それでパネルシアターをしました。さいしょくっつ
くかためしたら，ちゃんとくっつきました。すご
かったです。はっぴょうのときに，ドキドキしまし
たが，はっぴょうのときに，ドキドキどころか，お
もしろかったです。」5）「パネルシアターをつくると
き『できるかなぁ』と思いました。それで作れない
と思ったら作れてうれしかったです。はっぴょうす
るときすごくきんちょうしたのであまり声がでませ
んでした。りゅうたくんがまんブウ（筆者注：まん
ブウはポップコーンを食べるキャラクター。3体顔
のみで登場し，子どもたちの笑いを誘った。）をお
もしろいと言ってくれたのでうれしかったです。」6）
「はじめパネルを作ったときはやりたくないとおも
ったけど後のほうになったらおもしろくなりまし
た。はっぴょうをしたときドキドキしたけど楽しか
ったです。」7）などと綴られていた。これらに代表
されるように，発表の緊張感，ドキドキ感は一様に
書かれていたものである。終わってほっとしたり，
拍手をもらっていい気持ちになったりと緊張の解放
後には悲喜交々の様子が伺われた。
3．「生活」の授業にパネルシアターを導入する
試み―パネルシアターを使って発表しよう，
「ポップコーン」作り―の授業実践を終えて
生活科には，「活動を振り返る子ども自身の気付
き」という点が，重要なことして強調される。その
点を踏まえ，本研究でも，「生活科の学びにおける，
「気付き」を立体化させる活動の体験報告をパネル
シアターを使用することによって，より深めること
が可能なのではないか。パネルシアターのもってい
る視聴覚教材としての特長がよりよい効果を発揮す
るのではないか。」という問題意識に立った。パネ
ルシアターを導入することによって，どのような
「気付きの立体化」が可能であったのか，振り返っ
てみたい。
まず，子どもたちは，自ら作ってそれで発表する
という課題で，パネルシアターとはいかなるものか
への理解を迫られることになった。幼児期からの経
験でも，前回の授業でも演じてもらうものを見て，
参加するという次元におり，そこでの理解と，自ら
作りそれを演じるという次元での理解では，まった
く質の異なるものであることに気付かざるを得なか
ったはずである。意識化できるかどうかは別として，
そのことはどの子の胸にも去来しただろう。そのこ
とから，「パネルシアターをつくるとき『できるか
なぁ』と思いました。それで作れないと思ったら作
れてうれしかったです。」という気付きや，「自分で
作るのに，考えるのは難しかったけれど，面白かっ
た。」という気付きになって現れていると思われる。
彼らの多くは，まずパネルシアターの特質である
変化を表現できる仕掛けに着目した。種からポップ
コーンに変化する今回の活動にはもってこいの表現
として受け取られたに違いない。それから，パネル
シアターでは時系列による順序性が重んじられるこ
とも理解している。ポップコーンができる時間的変
化と，発表で説明を展開する順序とが結びつけられ
て理解されていることは，どの発表をみても明らか
なことである。彼らにとってのひとつの課題は，事
が起こった順序を正確に伝えるためにその手順を覚
えることと，説明する言葉とパネル上の絵が一体化
することに腐心したはずである。発表を構造化して
いくことを余儀なくされ，その点から発表内容をイ
メージしたと思われる。あれがこうなって，こうし
てと考えたはずである。単に絵で描く場合と異なる
思考が，生まれたと思われる。
また，パネルシアターの理解として，状況を説明
することに力点が置かれるという理解もあったかと
思われる。つまり，彼らの発表に一貫していたのが，
時間的な変化の状況をいかに説明するかに限られて
いた点である。この活動でどう感じたか，何が面白
いと思ったかなどは，太田教諭の総括まで現れては
来なかった。パネルシアターという教材は，物事を
説明する機能に優れたものであり，学習カードに記
される質のものとは，異なるようである。
また，この活動では，子どもの思考は子どもこそ
が理解するという点が見えたことも興味深いことで
あった。太田教諭も最後には，「よく見たね。見つ
けた人が偉い。」とお互いの気付きについて賞賛し
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たが，子どもの気付きに筆者も目から鱗が落ちるよ
うに驚いた。手元もよく見えず，ごちょごちょと小
さな動きだし，絵も細かいしで，見ている者がどれ
ほど理解できたかと，不審に思ったこともあった。
しかし，子どもはよく見ており，子どもだからこそ
わかるというものがあったようである。「振り返り
の場においては，教師が見取った児童のよさや変容
を紹介し賞賛することはもちろん，個々の振り返り
に対して児童同士による賞賛や励まし，さらにはア
ドバイスが行われる。時には，教師自身も見取るこ
とができなかった気付きや新たな思いが児童から出
されることがある。」8）というが，まさにその観が
あった。そして，気付いてもらえ，賞賛されたとき
の喜びは，また格別のものがあったようである。
振り返り表現する活動を設定する意義は，大きく
分けると「気付きの明確化」と「気付きの拡充・深
化」9）にあるという。意識してこなかった対象への
気付きを振り返りで明確化する，また，その気付き
を友だちと共有，交換することで，自分の気付きと
友達の気付きの違いから，対象についてもう一度見
つめ直し，自分の気付きを広げたり深めたりするこ
とが意義であるならば，今回の活動では，太田教諭
の総括で，子どもの気付きが言語によって十分に表
現されたことから，その意義が達せられたように思
われる。また，2年生では，パネルシアターを演じ
る活動の中に言語的な広がりを見るのは難しい印象
であったが，その活動に端を発する言語的な振り返
りでは，かなり充実した成果があった。
「生活科における言語力とは，対象や自らを見つ
め理解する，そしてよりよい自分づくりや生活づく
りに向かう力となるものである。」10）と言われる。
それには，まず「気付くことが素晴らしい」という
「気付き」への賞賛とそれを引き出す意欲を子ども
に教えることが必要である。これは，日々の生活の
中で培われるものに違いないが，生活科の授業は，
この気付きの面白さを子どもが味わうのに十分な素
材を持つものであるといえるだろう。その気付きを，
子どもにもたらす素材として，パネルシアター導入
の面白さも証明できたのではないかと思う。
「生活科の学びの中に，幼児期から親しみのある
パネルシアターを導入することで，どのような効果
が期待できるか」ということを知る点も本研究の目
的に設定し，幼小連携の可能性を探りたかったが，
それは，今後の課題となった。
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